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圖表作製に用ひる用紙は，1粍目の方眼紙が丁度手頃である．
先づ方眼紙上に互に亭行なる直：線s，M及nを，　AC：CB＝3．1：1なる比に
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分つ様に引く，家に基線ABC上の黙A，C及Bを0とし，　As線上に第1表
のξの値を目盛り，Bn線上に第2表中のηの値を目盛り，　CM線上に第3表
のζの値を目盛る．目盛のスケ1ルは任意であるが，方眼紙上の1糎を0．05の
割合にすると，手頃の大さの圖表を得る．（第2圖参照）
　ξ，η，ζの値を目盛り終れば，圖表上に於ては，ξの値に封しては第1表より
其れに封黙するsの値を，ηの値に封しては，第2表及第3表より各々封慮す
るn及Mの値を記入すれば，それが出來上りの圖表となる．（第3圖参照）．
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蒼5．使用法Examples．
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　（a）比例法に依る槻測の場合，Proportiona呈Method．
　今藪に（5．75）A6V4b（6，60）なる観測があり，之より惑星Vの光度を求める
ものとする．Vの値は，馨2の（2）式より，
　　　　　　　　V－1・・5＋bx（響75）一5・75＋（響・b）
となる．上式中の（）の部分を圖表に依り次の如くに求める．師ちn線上の
10．0の黒瘡と，M線上の0．85の黙とを結び，之の延長とs線との交黒占を求め，
次に此の交黒占とn線上の6．0の黙とを結ぶ直線が，M線と交る鮎のM線上の
讃みを取り，（）内の計算の結果として0．51を得．（第3圖に破線にて示す．）
依て，求むるVの値は，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　V　＝5．75＋0．51・＝＝6．26
なり．
　（b）光寸法に依る槻測の場合．S亡ep　Method．
　今蜘こ（5．75）A5V3b（6．60）なる槻測があり，之より攣星Vの光度を求める
ものとする．Vの値は，馨2の（5）式より計算するものとし，此の槻卜者の1光
　　　　　り階の値を0．095とす．暑2の（5）式より，
　　　　　　　　　　　　　V1　＝5．75＋（5×O．095）
　上式の（）内’を圖表より求めるには，s線上の0．095の黒占と，　n線上の5．0
の黒r／とを結ぶ直門が，M線と・交る黙のM線の護みを取り，0．48を得．依で
　　　　　　　　　　　　　Vl＝5．75＋0．48＝6．23
　同様にして，
　　　　　　　　　　V2　＝・　6．60　一（3×O．095）＝6．60－O．28＝＝6．32
　　　　　　　　　　　　V1＋V2　　6．23＋6．32　m　　　　　　　　　　V＝　　　　　　＝　　　　　　　　　　　　＝＝6．28　　　　　　　　　　　　　　2　　　　　　2
となる．（第3圖に實線にて示す）
　（c）光階の値を求むる方法．Value　of　one　Step．
　上に述べた（5．75）a5V3b（6．60）なる擬測に於て，此の槻測に樹する1転語の
値は，
　　　　　　　　　　　　S一（6・60　”　5・75）＿α85
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　85＋3
なる計算より求めらる．例に依り圃表計算に依る時は，n線上の8．0の黒占と，
M線上の0．85の黒占とを結び，之の延長とs線との交鮎を求め，此の交黙の讃
みを取「つて直ちに，
　　　　　　　　　　　　　　　　s＝0ユ06
を得．
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　壱6・結びConclusion．
　以上で大嘘の説明を絡つた次第ですが，“光度計算用計算素謡”と尤もらし
い名は付けても，要するに，光度計算に必要な数値間に於ける，簡箪な乗除圖
表に過ぎなV、のである．
　然し，此の簡軍な冷評でも，普通の長週期及び不規則の攣星の藪多い襯測を
整理するに當のては，充分有力なる助手たる事を信じ，諸兄の御愛用を願ふ次
第である．（16．2．25）
　　　　　　　　　　　三　　つ　　の　　言卜
　河合章二郎氏　かつて東京天文皇の職員であった同氏は，本年一月31日大阪で
導波された．享年56歳絵，氏は東京に生れ，商工中世と物理學校を卒業して，
明治45年五月より天：文墓に入り，諸種の襯測，殊に時刻と報時の研究に當り，
毎年六月10日の“時の記念日”などには，街頭で活躍した．大正7年六月8日
の鳥島の皆既日食には，京都大壁の山本除と行を共にしたが，此の時には曇天
に禍ひされ，不首尾に終った．大正14年三月鰹軽し，大阪方面で實業に望事
し，叉，大阪工寺童でも教鞭を採ったことがある．昭fn　2年号水星の太陽面通
過の機に，皇嗣で山本博士と遭はれたことは“天界”82號33頁及び“自然旧聞”
3養i133頁にある．
　朝野敬三郎氏漸く　天文年鑑1934年版“本邦天：文家一覧表”を見る人は，明治
21年東大卒業の元老中に薦野氏の名を見出すだらう．叉，天文讃書子ならば，
G。E．　Hale氏のStellar　EvolutiQn．（1908）を課しご，大正8年に博文館から
“宇宙の進化”を出版した鄙野氏を記憶してみるであらう．氏は慶慮3年に生
れ，明治21年東大星學科を卒業して直ちに海軍i教授となり，大正10年依願冤官
となるまで永く海軍k人の理學教育と，水路部の事業に波頭し，邦國のため功
績の多V・入である．S．　Newcombの名著Compendium　of　Spherical　Astro・
nomyを繹されたことがあるが，未だ出版されす，水路部で今’尚ほ原稿のまS
使用されてるる由．氏は永く病臥中のところ，本年二月17日逝去された．
　ドバーク博士逝く　二重星を研究するとWilliam　Doberkといふ名によく遭
ふ．自分は1929年スマ1・うからの錦りに香港の封岸の九龍にある天：文壼を訪ね
たことがある．ドバ1ク氏が此所に居た～二とがあったからである，この1シ苅
ク氏は1852年にコペンハーゲンで生れ，1874年にアEルランドのCooper大佐
ゐ天野墓で天艦早早を始めたが，其の後は各地に移った．晩年にはPンドンの
南部Suttonに私立天文皇を建て，“6吋”屈折機で1927年まで二重星を槻制し
た．生涯，比較的小さ）・器械を使ったが，二重星の観測は総計13000回に：翻し，
結果はアイルランドのアヵデミTransactionやナハリヒテンに獲表した．エ
イトケン博士に擦れば，ドパ1ク氏ほど高しい二重星の研究者は他に無い由で
ある．氏は本年一月5日サトンの家で死去した．（山本）
